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今
回
私
た
ち
は
第
68
回
大

阪
府
消
防
訓
練
大
会
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
三
島
地

区
支
部
代
表
と
し
て
６
分
団

合
同（
芥
川
、
高
槻
、
五
領
、

清
水
、
如
是
、
富
田
）で
出
場

し
ま
し
た
。
令
和
６
年
５
月

７
日
に
訓
練
説
明
、
５
月
９

日
の
結
団
式
が
終
了
す
る
と

警
防
課
教
官
の
御
指
導
の
下
、

選
手
た
ち
の
４
か
月
間
の
訓

練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。｠

　

学
業
や
仕
事
を
終
え
た
後
、

各
選
手
が
改
善
点
を
見
出
し

な
が
ら
訓
練
に
励
み
、
年
々

団
員
確
保
が
難
し
い
状
況
の

中
、
訓
練
に
取
り
組
む
熱
意

あ
ふ
れ
る
姿
勢
は
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
大
き
な
安
心
感

を
与
え
、
日
々
の
安
全
を
支

え
る
重
要
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
ポ
ン
プ

操
法
の
訓
練
は
地
域
防
災
・

減
災
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
反
面
、
訓
練
自
体
の
負
担

が
大
き
い
と
い
う
課
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。

　

最
後
ま
で
互
い
に
支
え
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
そ
の

姿
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要

さ
を
再
確
認
で
き
、
大
会
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
消
防
本
部
教
官
、
団
本
部
、

各
分
団
の
皆
様
、
最
後
ま
で

御
支
援
御
協
力
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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こ
の
度
は
、
消
防
操
法
大

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
団
し
て
間
も
な
い
私
に

と
っ
て
不
安
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
が
、
と
て
も
有
意
義
で

学
び
の
多
い
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
約
４
か

月
の
訓
練
を
通
じ
て
、
火
災

現
場
で
求
め
ら
れ
る
迅
速
か

つ
正
確
さ
を
高
め
る
た
め
に

日
々
の
訓
練
は
本
当
に
大
事

な
こ
と
な
の
だ
と
、
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
同
チ
ー
ム
で
の

活
動
を
通
じ
て
、
様
々
な
分

団
の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
、
優
勝
を
目
指
し
互

い
に
助
け
合
い
な
が
ら
切
磋

琢
磨
す
る
中
で
、
仲
間
と
の

絆
が
深
ま
り
、
分
団
を
超
え

た
新
た
な
関
係
が
築
け
た
こ

と
は
、
私
の
心
に
深
く
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

結
果
は
７
チ
ー
ム
中
６
位

と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
大
切
な
の
は
、
皆

さ
ん
と
共
に
過
ご
し
た
時
間

や
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
初
参
加
で
緊
張
し
て

い
た
私
で
す
が
、
こ
の
経
験

を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
消
防
活
動
へ
の
意
欲
が

一
層
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
で
き
た
の
も
、

周
囲
の
皆
様
の
御
指
導
や
御

支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
消
防
活
動
に
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
槻
分
団
　
　
　
　
　
　
　
　

団
　
員
　
仮
屋
崎
　
隆
太

　

令
和
６
年
９
月
８
日（
日
）

天
気
は
晴
れ
。
台
風
の
影
響

に
よ
り
、
消
防
大
会
は
一
週

間
延
期
。
我
々
、
選
手
と
な

っ
た
団
員
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
日
常
の
就
業
を
終
え
た

後
に
週
２
回
、
訓
練
場
所
へ

集
合
。
消
防
本
部
教
官
の
御

指
導
の
下
、
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
懸
命
に
訓
練
を
重
ね

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
選
手

団
員
の
目
標
は
優
勝
た
だ
ひ

と
つ
。
そ
の
思
い
を
同
じ
く
、

各
分
団
よ
り
た
く
さ
ん
の
支

援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
に
当
た

っ
て
は
、
芥
川
分
団
が
主
軸

と
な
り
な
が
ら
も
、
他
分
団

か
ら
の
選
手
が
半
数
以
上
を

占
め
て
い
る
中
で
、
い
か
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
か
と
い
う
こ
と
を
再
認
識

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他

選
手
も
そ
の
重
要
性
を
認
識

し
て
く
れ
て
い
た
お
か
げ
で
、

分
団
の
枠
組
み
を
超
え
た
ベ

ス
ト
チ
ー
ム
が
完
成
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
限
っ
て
は
、
本
番
１

か
月
前
に
指
揮
者
か
ら
１
番

員
へ
番
手
が
変
更
と
な
っ
た

こ
と
で
、
教
官
や
支
援
団

員
の
皆
さ
ん
よ
り
、
個
別

に
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ

き
、
訓
練
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
来
た
る
消

防
大
会
本
番
。
や
は
り
魔

物
は
い
ま
し
た
。
吸
水
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ

と
で
、
成
績
は
７
チ
ー
ム

中
６
位
。
結
果
に
対
す
る

悔
し
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

本
番
ま
で
に
繰
り
返
し
行

　

本
大
会
に
向
け
て
令
和
６

年
５
月
初
旬
か
ら
約
４
か
月
、

30
数
回
に
渡
る
錬
成
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
初
期
、
中
期
、

完
成
期
に
お
い
て
、
支
援
分

団
の
皆
様
に
よ
る
待
ち
時
間

の
な
い
最
良
の
錬
成
環
境
と

消
防
本
部
職
員
か
ら
の
適
時

適
格
な
指
導
の
下
、
強
固
な

団
結
力
の
構
築
、
各
動
作
の

基
本
基
礎
の
確
立
、
本
大
会

の
主
眼
で
あ
る
タ
イ
ム
へ
の

追
求
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
選
手
一
同

自
信
を
持
っ
て
気
負
い
過

ぎ
ず
大
会
に
臨
む
事
が
出

来
ま
し
た
が
、
全
く
想
定

し
て
い
な
い
不
測
の
事
態

が
起
こ
り
、
７
チ
ー
ム
中

６
位
と
い
う
結
果
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
焦
点
を
置
い
て
、

大
勢
の
方
に
時
間
等
を
割
い

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
結
果

を
も
っ
て
お
返
し
し
た
か
っ

た
の
で
申
し
訳
な
さ
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
し
か
し
、
本
大

会
の
錬
成
か
ら
結
果
ま
で
の

過
程
で
学
び
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
基
本
基
礎
の
大
事
さ

で
す
。
有
事
は
、
全
て
が
一

様
の
状
況
下
で
は
な
い
と
私

は
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て

は
、
付
け
焼
刃
の
対
応
で
は

清
水
分
団
　
宮
之
川
原
班
　
　

団
　
員
　
稲
田
　
哲
士

　

令
和
６
年
９
月
28
日
高
槻

市
中
消
防
署
富
田
分
署
・
消

防
団
拠
点
施
設
完
工
式
が
川

添
一
丁
目
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
消
防
団
拠
点
施
設

は
そ
の
目
的
と
し
て
、
ポ
ン

プ
操
法
訓
練
・
放
水
訓
練
・

水
防
訓
練
・
規
律
訓
練
や
研

修
が
実
施
可
能
な
多
機
能
型

訓
練
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら

基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
が

進
み
、
令
和
５
年
７
月
に
着

工
し
こ
の
度
完
工
い
た
し
ま

し
た
。

　

完
工
式
で
は
濱
田
市
長
を

は
じ
め
多
数
の
方
に
御
列
席

頂
き
、
第
１
部
は
式
典
が
行

わ
れ
、
第
２
部
は
消
防
本
部

と
消
防
団
が
連
携
し
消
火
救

助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
消

防
団
は
消
火
活
動
で
あ
る
小

型
ポ
ン
プ
操
法
を
行
い
、
引

き
続
き
消
防
本
部
救
助
隊
が

建
物
２
階
か
ら
要
救
助
者
を

救
出
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
従
来
行
っ
て
い
た

各
種
訓
練
に
加
え
、
建
物
火

災
を
想
定
し
訓
練
建
屋
に
放

水
を
す
る
等
、
よ
り
実
践
に

近
い
訓
練
を
行
い
団
員
の
技

術
の
向
上
に
励
み
ま
す
。

　

ま
た
災
害
時
に
は
活
動
の

拠
点
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
度
拠
点
施

設
の
設
置
に
御
尽
力
賜
り
ま

し
た
御
関
係
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

団
本
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
団
長
　
川
上
　
敏
弘

高
槻
市
消
防
団
拠
点
施
設
完
工
式

芥
川
分
団
　
　
　
　
　
　
　
　

　
分
団
長
　
高
野
　
真
幸

芥
川
分
団
　
　
　
　
　
　
　
　

副
分
団
長
　
塩
見
　
友
明

初
動
を
誤
り
後
手
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
不
測
の
事
態
へ
の

対
処
は
、
３
番
員
団
員
が
視

野
狭
窄
に
な
る
事
な
く
、
基

本
に
忠
実
に
対
処
し
て
く
れ

た
事
で
、
何
と
か
完
遂
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
日
々
の

錬
成
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
結
果
を
受
け
、
問
題

点
等
の
洗
い
出
し
を
し
、
言

語
化
し
て
次
期
選
手
に
引
継

ぎ
、
精
強
な
高
槻
市
消
防
団

に
な
る
事
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

長
期
に
渡
る
御
指
導
御
支
援

く
だ
さ
り
ま
し
た
消
防
本
部
、

各
分
団
の
皆
様
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

っ
て
き
た
訓
練
の
お
か
げ
で
、

選
手
の
気
持
ち
は
折
れ
て
お

ら
ず
、
自
信
に
溢
れ
た
表
情

で
輝
い
て
い
ま
し
た
。
私
も
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
小
型
ポ
ン

プ
操
法
に
臨
め
た
こ
と
が
誇

ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

優
勝
と
い
う
同
じ
目
標
を

共
有
し
、
目
標
に
向
か
っ
て

皆
で
努
力
を
重
ね
た
時
間
、

こ
れ
こ
そ
が
、
今
後
の
消
防

団
活
動
に
お
い
て
大
切
な
糧

に
な
っ
て
く
る
と
確
信
を
し

て
い
ま
す
。
本
番
当
日
ま
で
、

御
支
援
く
だ
さ
っ
た
教
官
・

各
分
団
の
皆
さ
ま
に
は
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

小 型 ポ ン プ 操 法小 型 ポ ン プ 操 法小 型 ポ ン プ 操 法



たかつき消防団だより令和６年12月15日

・
瑞
宝
単
光
章

　

平
野　
　

明
（
元
副
団
長
）

・
在
職
30
年
に
達
し
た
者

　

西
本　
　

章
（
萩
之
庄
班
）

　

小
野　

博
実
（
安

満

班
）

　

平
野　

和
博
（
安

満

班
）

　

金
馬　

孝
雄
（
別

所

班
）

　

山
本　

雅
一
（
清
水
分
団
本
部
）

　

古
藤　
　

章
（
大
蔵
司
班
）

　

杉
山　
　

徹
（
真

上

班
）

　

樋
口　

信
博
（
芝

生

班
）

　

上
田　

浩
一
（
唐

崎

班
）

　

千
舘　

哲
也
（
柱

本

班
）

・
在
職
20
年
に
達
し
た
者

　

小
林　

和
子
（
団

本

部
）

　

河
野　

通
博
（
高
槻
分
団
）

　

辻
野　

知
宏
（
高
槻
分
団
）

　

瀬
町
和
三
郎
（
道

鵜

班
）

　

池
下　
　

卓
（
山

手

班
）

　

井
上　

睦
敏
（
山

手

班
）

　

深
海　

和
成
（
別

所

班
）

　

髙
原　
　

健
（
古
曽
部
班
）

　

大
矢　

隆
行
（
川
久
保
班
）

　

岸
田　

元
一
（
塚

原

班
）

　

𠮷
田　

博
明
（
土

室

班
）

　

入
江　

英
彰
（
宮
之
川
原
班
）

　

河
中　

勢
一
（
東
天
川
班
）

　

安
井　

智
一
（
柱

本

班
）

　

荒
木　

英
吉
（
富
田
分
団
）

　

浅
田　

高
弘
（
富
田
分
団
）

　

畑
山　

健
児
（
樫
田
分
団
本
部
）

　

北
舎　
　

亨
（
田

能

班
）

・
在
職
10
年
に
達
し
た
者

　

影
山　

孝
幸
（
芥
川
分
団
）

　

田
中　

奨
之
（
芥
川
分
団
）

　

土
井　

和
洋
（
上

牧

班
）

　

田
中　
　

薫
（
道

鵜

班
）

　

小
野　

浩
史
（
安

満

班
）

　

笠　
　

光
暁
（
山

手

班
）

　

梶
内　

健
吾
（
古
曽
部
班
）

　

こ
の
度
大
冠
分
団
野
田
班

で
は
、
消
防
格
納
庫
の
老
朽

化
に
伴
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
回
の
塗
装
施
工
後
、
幾

度
と
な
く
台
風
に
見
舞
わ
れ

昨
今
の
猛
暑
の
影
響
な
ど
で
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
自
体
が
歪
み
、

消
防
カ
ラ
ー
で
も
あ
る
赤
色

が
剝
げ
落
ち
、
そ
れ
は
み
す

ぼ
ら
し
い
状
態
で
し
た
。
鍵

令
和
６
年
秋
の
叙
勲

高
槻
市
防
災
功
労
賞

退　
　

団　
　

者

入　
　

団　
　

者

表
　
彰

人
事
異
動

大
冠
分
団
　
野
田
班
　
　
　
　

班
　
長
　
九
鬼
　
　
博

　

土
居　

剛
志
（
古
曽
部
班
）

　

馬
場　

俊
輔
（
古
曽
部
班
）

　

道
浦　

善
之
（
古
曽
部
班
）

　

宮
出　

龍
介
（
古
曽
部
班
）

　

山
野　

勝
利
（
川
久
保
班
）

　

宮
本　

卓
磨
（
阿
武
野
分
団
本
部
）

　

久
保
田
義
則
（
氷

室

班
）

　

長
谷
川
鳳
秀
（
氷

室

班
）

　

氷
室　

芳
水
（
氷

室

班
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
八
月
一
日

　

大
冠
分
団　

分
団
本
部　

　

機
能
別
団
員

　

故　

檀　
　

朋
昭　

様

　
　
　
　
　

享
年
六
十
七
歳

も
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
歪
ん
で
い
た

影
響
で
締
ま
り

に
く
い
状
態
で

も
あ
り
、
お
よ

そ
30
年
ぶ
り
の

改
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

消
防
格
納
庫

は
消
防
車
両
の

他
、
災
害
時
に

必
要
な
機
材
一
式
が
保
管
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
交
換
で
開
け
閉
め
が
大

変
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
迅
速
な
消
防
活
動

が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
消
防
格
納
庫
の
修

繕
に
あ
た
り
御
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
、
高
槻
市
消
防
本

部
、
野
田
財
産
区
の
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
如
是
分
団
芝
生

班
に
お
き
ま
し
て
消
防
格
納

庫
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し

た
。

　

長
年
の
活
動
を
支
え
て
く

れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
も
老
朽

化
が
激
し
く
、
地
元
自
治
会

様
の
御
指
導
を
仰
ぎ
改
修
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

錆
の
激
し
い
屋
根
部
分
の

波
板
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
更
新

し
て
い
た
だ
き
、
改
修
後
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
開
閉
も
ス
ム

ー
ズ
に
な
り
、
訓
練
や
火
災

出
動
に
も
よ
り
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
場
所
を
取
っ
て
い

た
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
移
動
し
て

い
た
だ
き
、
備
蓄
品
の
設
置

ス
ペ
ー
ス
も
確
保
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

如
是
分
団
　
芝
生
班
　
　
　
　

　
　
　
　
班
　
長
　
樫
村
　
幸
彦

　

令
和
６
年
５
月
12
日
の
Ａ

課
程
、
６
月
２
日
の
Ｂ
課
程

の
両
日
、
大
阪
府
立
消
防
学

校
に
て
基
礎
教
育
を
受
講
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ａ
課
程
で
は
座
学
の
後
、

訓
練
礼
式
を
学
び
ま
し
た
。

初
め
は
慣
れ
な
い
整
列
や
敬

礼
の
動
作
に
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
繰
り
返
し
指
導
を
受
け
、

終
了
時
に
は
き
び
き
び
と
動

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
箇
牧
分
団
　
唐
崎
班
　
　
　

　
　
　
　
団
　
員
　
池
田
　
弘
樹

　

午
後
に
か
け
て
ホ
ー
ス
の

延
長
、
筒
先
の
取
り
扱
い
を

学
び
、
最
後
に
放
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
水
圧
の
強
さ

は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
に
体
験
す
る
と
想
像
以
上

で
正
し
い
姿
勢
や
器
具
の
扱

い
の
重
要
性
を
身
に
染
み
て

感
じ
ま
し
た
。

　

Ｂ
課
程
で
は
午
前
中
に
泥

歩
行
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

膝
ほ
ど
の
ぬ
か
る
み
で
し
た

が
、
あ
れ
ほ
ど
動
き
に
く
く

体
力
を
消
耗
す
る
と
は
驚
き

で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
搬
送
法
と
ロ

ー
プ
結
索
を
学
び
ま
し
た
。

人
数
に
応
じ
た
怪
我
人
の
運

び
方
や
担
架
の
作
り
方
、
数

種
類
の
結
び
方
を
教
わ
り
ま

し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
日
々

の
訓
練
で
復
習
し
、
今
後
の

活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

９
月
21
日
阿
武
野
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
防
災

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
て
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、

災
害
が
発
生
し
た
ら
困
ら
ず

生
活
出
来
ま
す
か
？

団
本
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
部
　
長
　
泉
　
あ
け
み

　

会
場
で
備
蓄
品
を
展
示
し
、

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
し
ま

し
た
。
「
高
槻
市
の
対
応
」

「
避
難
所
の
運
営
」
案
外
抜

け
が
ち
な
の
が
ト
イ
レ
で
す
。

凝
固
剤
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

一
袋
で
３
０
０
㏄
〜
５
０
０

㏄
の
水
分
を
凝
固
で
き
ま
す
。

水
は
蛇
口
付
容
器
の
用
意
、

懐
中
電
灯
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

が
お
勧
め
で
す
。
コ
ン
ロ
と

ガ
ス
ボ
ン
ベ
も
お
忘
れ
な
く
。

防
災
講
習
会

三
島
地
区
支
部
表
彰

昇　
　

任　
　

者

消
防
団
員
教
育
訓
練

「
基
礎
教
育
」
に
参
加
し
て

　

こ
れ
ら
改
修
さ
れ
た
設
備

を
用
い
て
今
ま
で
以
上
に
、

地
域
の
方
々
の
生
命
・
財
産

を
守
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
改
修
に

あ
た
り
御
協
力
い
た
だ
い
た

自
治
会
様
並
び
に
財
産
区
関

係
者
様
を
は
じ
め
、
消
防
本

部
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

施
設
強
化
補
助
金

　

大
川　

信
康
（
岡

本

班
）

　

川
上　

順
平
（
宮
之
川
原
班
）

　

坂
元　

政
仁
（
宮
之
川
原
班
）

　

平
田　

洋
一
（
浦

堂

班
）

　

清
水　

宏
祐
（
野

田

班
）

　

田
中　

靖
弘
（
冠
　
　

班
）

　

諸
橋　
　

匠
（
冠
　
　

班
）

　

川
畑　

慶
彦
（
下
田
部
班
）

　

田
中　

広
樹
（
東
天
川
班
）

　

仲　
　

泰
明
（
大
塚
町
班
）

　

谷
山　

真
也
（
辻

子

班
）

　

井
上　

雅
貴
（
大

畑

班
）

　

松
永　

拓
也
（
唐

崎

班
）

　

松
村　

善
一
（
唐

崎

班
）

　

木
村　

憲
人
（
三
島
江
班
）

　

西
口　

朋
宏
（
柱

本

班
）

　

吉
崎　

純
也
（
柱

本

班
）

　

願
野　

祥
平
（
富
田
分
団
）

　

中
川　

浩
一
（
富
田
分
団
）

清
水
分
団

　

部　

長　
　
　

村　

健
一

　
　

令
和
６
年
５
月
１
日
付

富
田
分
団

　

副
分
団
長　

住
田　

昇
治

　

部　

長　
　

笹
井　

仁
志

　

班　

長　
　

石
原　

慎
隆

　
　

令
和
６
年
６
月
１
日
付

団
本
部

　
　
　
　
　
　

先
森
あ
づ
さ

　
　
　
　
　
　

高
橋　

幸
子

　
　
　
　
　
　

高
橋　
　

光

五
領
分
団

　

上
牧
班　
　

荒
田　

芳
郎

　

道
鵜
班　
　

森
本　

篤
雄

大
冠
分
団

　

野
田
班　
　

段
野　

克
久

如
是
分
団

　
芝
生
班　
　

石
川　

優
弥

　
　

令
和
６
年
10
月
１
日
付

如
是
分
団

　

庄
所
班　
　

井
上　

裕
一

　
　

令
和
６
年
７
月
31
日
付

大
冠
分
団

　

機
能
別　
　

檀　
　

朋
昭

　
　

令
和
６
年
８
月
１
日
付

・
支
部
長
表
彰

　

奥
田　

雄
也
（
萩
之
庄
班
）

　

樋
口　

晃
司
（
安

満

班
）

　

市
來　
　

隼
（
山

手

班
）

　

田
村　

仁
延
（
別

所

班
）

　

古
川　

幸
次
（
別

所

班
）

　

陣
内　
　

悠
（
別

所

班
）

　

赤
木　

裕
樹
（
古
曽
部
班
）

　

林　
　

秀
人
（
宮
之
川
原
班
）

　

上
田　

大
樹
（
宮
之
川
原
班
）

　

岡
本　

将
範
（
大
蔵
司
班
）

　

渡
邉　
　

真
（
真

上

班
）

　

下
浦　

勇
一
（
萩

谷

班
）

　

水
口　
　

匡
（
野

田

班
）

　

前
田　

義
弘
（
冠
　
　

班
）

　

松
下　

和
真
（
東
天
川
班
）

　

永
野　

修
太
（
柱

本

班
）

　

松
本　

圭
嗣
（
田

能

班
）
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